
保
険
料
額
が
改
定 

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を 

　
受
け
取
っ
た
ら
、 

　  

加
入
記
録
の
確
認
を
！ 

国
民
年
金
保
険
料
の 

　
納
付
は
前
納
が
お
得
で
す 

　
　
ね
ん
き
ん
特
別
便
に
関
す
る
ご
質
問
、

お
問
い
合
せ
は
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
」
 

　
（
1
0
5
7
0
‐
0
5
8
‐
5
5
5
）
 

福
井
社
会
保
険
事
務
所
 

　
（
1
0
7
7
6
‐
２３
‐
4
5
1
6
）
 

市
民
課
（
1
８８
‐
8
1
0
2
）
 

平成２０年度前納額 

現
金
納
付 

１ 年 度 分 

前　納　額 
割　引　額 

6か月(半年分) 

前納額 
割　引　額 

169,850円 3,070円 85,760円 700円 

※前納の割引額は毎年更新されます 

※現金での前納は、4月に郵送されてくる納付書で金融機関等の窓口または 

　社会保険事務所にて納付できます。（納付期限は4月30日（水）です） 

ア
ボ
ッ
ト
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
ズ 

 

国
際
医
療
品
生
産
事
業
部
社
長
が 

　
　
　
　
　
　
山
岸
市
長
を
訪
問 

ご
寄
付
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

3月定例市議会 

決
ま
っ
た
内
容 

予
　
　
算 

条
例
制
定
等 

そ
の
他 

平
成
２０
年
度 

　
一
般
会
計
当
初
予
算
な
ど
を
可
決 

　
3
月
定
例
市
議
会
が
2
月
２８
日
か
ら
3
月

２１
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
山
岸
市
長
は
招
集
の
あ
い
さ
つ
で
、「
時

代
に
即
応
し
た
施
策
の
展
開
を
図
り
、
勝
山

市
が
未
来
に
夢
の
あ
る
持
続
的
な
発
展
を
図

れ
る
よ
う
に
努
め
た
い
」
と
新
年
度
の
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。 

 
市
で
は
、
勝
山
市
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

協
議
会
と
協
働
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
主

体
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
資
金
面
で
応

援
し
ま
す
。 

対
象
者
▼
各
地
区
（
公
民
館
単
位
の
）
ま

ち
づ
く
り
団
体
、
市
内
に
事
務
所
を
置

く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
市
民
団
体
、
市
内
に
営
業

所
を
置
く
地
域
に
貢
献
す
る
企
業
な
ど
 

助
成
部
門
▼
 

①
一
般
提
案
の
部
　
１
つ
の
団
体
が
単
独

で
行
う
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
 

②
協
働
提
案
の
部
　
2
団
体
以
上
が
連
携

し
て
行
う
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
 

③
特
産
品
開
発
の
部
　
勝
山
の
遺
産
を
活

か
し
た
名
産
品
、
お
土
産
品
を
新
た
に

開
発
す
る
取
り
組
み
 

④
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
の
部
　
こ
れ
ま
で
取
り

組
ん
で
き
た
成
果
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ

る
た
め
の
中
小
企
業
診
断
士
や
税
理
士

等
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
か
か

る
経
費
の
助
成
 

事
業
説
明
会
▼
 

と
　
き
　
4
月
２１
日
（
月
）
 

　
　
　
　
午
後
7
時
〜
8
時
３０
分
 

と
こ
ろ
　
教
育
会
館
3
階
第
１
研
修
室
 

提
案
募
集
受
付
期
間
▼
 

　
5
月
7
日（
水
）〜
5
月
１６
日（
金
） 

　
　
　
　
未
来
創
造
課
内
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ 

　
ア
ム
協
議
会
事
務
局（
1

８８‐
1
1
1
5
） 
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平
成
２１
年
3
月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
月
3
1
0
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
月
額
１

万
4
4
1
0
円
（
定
額
）
と
な
り
、
年
額
１７

万
2
9
2
0
円
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
を
一
定
期
間
ま
と
め
て
前
払
い
す

る
と
、
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
は
、「
年
金
記

録
の
お
知
ら
せ
」
な
ど
が
入
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
お
知
ら
せ
を
受
け
取
っ
た
場
合
に
は
、

記
載
さ
れ
て
い
る
お
勤
め
先
や
国
民
年
金
加

入
の
記
録
に
漏
れ
が
な
い
か
、
ご
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

も
し
、
年
金
の
加
入
記
録
に
空
白
が
あ
る

場
合
に
は
、
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
期
間
が

漏
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

漏
れ
て
い
る
記
録
や
誤
り
が
あ
っ
た
と
き

に
は
、「
年
金
加
入
記
録
照
会
票
」
に
漏
れ

て
い
る
記
録
や
誤
っ
て
い
る
記
録
に
つ
い
て

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

○
記
録
の
漏
れ
・
訂
正
が
あ
る
場
合

確
認
ハ
ガ
キ
を
切
り
離
さ
ず
に
、
年
金
加

入
記
録
照
会
票
を
返
信
用
封
筒
で
郵
送

○
記
録
の
漏
れ
・
訂
正
が
な
い
場
合

年
金
加
入
記
録
照
会
票
か
ら
確
認
ハ
ガ
キ

を
切
り
離
し
て
郵
送

災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を

守
ろ
う
と
協
定
を
結
ぶ

豪
雪
や
地
震
な
ど
の
災
害
時
に
上
下
水
道

施
設
が
被
災
し
た
場
合
、
応
急
復
旧
や
応
急

措
置
の
協
力
を
し
よ
う
と
、
勝
山
市
の
水
道

事
業
協
同
組
合
と
下
水
道
工
事
店
組
合
か
ら

申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

上
下
水
道
施
設
は
、
市
民
生
活
に
直
結
す

る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
勝
山
市
で
は
、

3
月
２４
日
に
「
災
害
時
に
お
け
る
協
力
に
関

す
る
協
定
」
を
同
組
合
と
締
結
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
昨
年
2
月
に
も
、
社
団
法
人
福

井
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
勝
山
支
部
と
「
災

害
時
に
お
け
る
応
急
救
護
用
燃
料
の
供
給
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
、
災
害
時
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

・
一
般
会
計
お
よ
び
１０
件
の
特
別
会
計
の
平

成
２０
年
度
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
（
2

〜
5
ペ
ー
ジ
の
予
算
概
要
参
照
）

・
一
般
会
計
お
よ
び
9
件
の
特
別
会
計
の
平

成
１９
年
度
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た

（
一
般
会
計
で
は
3
9
7
4
万
１
千
円
増

額
）

・
鹿
谷
地
区
簡
易
水
道
が
勝
山
市
水
道
事
業

へ
統
合
さ
れ
、
木
根
橋
地
区
簡
易
水
道
料

金
が
変
更
さ
れ
ま
す

・
勝
山
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
鹿
谷
地
区
全
域
を
水
道
事
業
給

水
区
域
に
統
合
し
、
関
係
法
令
と
の
整
合

性
を
図
り
ま
し
た

・
医
療
制
度
改
革
に
伴
う
退
職
者
医
療
制
度

の
一
部
廃
止
や
、
長
寿
医
療
制
度
（
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
）
の
創
設
、
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
の
保
険
者
へ
の
義
務

化
に
よ
り
、
勝
山
市
国
民
健
康
保
険
条
例

が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た

・
老
人
保
健
制
度
が
長
寿
医
療
制
度
（
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
）
に
移
行
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
勝
山
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

・
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

の
創
設
、
お
よ
び
、
国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
改
正
な
ど
の
た
め
、
勝
山
市
税
条
例

が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た

・
介
護
保
険
料
の
激
変
緩
和
措
置
を
さ
ら
に

１
年
間
継
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

・
そ
の
他
、
関
係
法
令
等
と
の
整
合
性
を
図

る
た
め
の
条
例
の
改
正
、
規
約
の
変
更
が

5
議
案
あ
り
、
可
決
さ
れ
ま
し
た

・
道
路
特
定
財
源
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書

・
そ
の
他
、
8
議
案
が
可
決
、
承
認
さ
れ
ま

し
た

招集の挨拶をする
山岸市長

3
月
１９
日
、
市
内
に
事
業
所
を
持
つ
ア
ボ

ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
の
親
会
社
で
あ
る
、
ア
ボ
ッ

ト
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
ズ
国
際
医
療
品
生
産
事
業

部
社
長
の
ジ
ョ
ン
・
ラ
ン
ド
グ
ラ
フ
氏
と
、

ア
ボ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
代
表
取
締
役

社
長
グ
レ
ン
・
ワ
ー
ナ
ー
氏
が
、
初
め
て
勝

山
市
を
訪
れ
、
山
岸
市
長
と
面
談
を
さ
れ
ま

し
た
。

ラ
ン
ド
グ
ラ
フ
氏
は
、「
勝
山
営
業
所
は
、

顧
客
サ
ー
ビ
ス
、
コ
ス
ト
、
品
質
の
面
で
ベ

ス
ト
の
実
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。
す
ば
ら
し

い
社
員
と
従
業
員
に
恵
ま
れ
、
誇
り
に
思
っ

て
い
ま
す
。
勝

山
は
山
の
緑
が

き
れ
い
で
、
大

変
美
し
い
。
」

と
話
す
と
、
市

長
は
「
す
ば
ら
し
い
評
価
を
い
た
だ
き
、
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
勝
山
の
人
は
労
働
に
対

し
、
一
生
懸
命
に
取
り
組
む
気
質
を
持
っ
て

い
ま
す
。
勝
山
に
は
様
々
な
名
所
が
あ
り
ま

す
の
で
、
勝
山
事
業
所
に
触
れ
る
折
に
紹
介

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。」
と
市
の
Ｐ
Ｒ

を
兼
ね
、
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

2
月
２９
日
、
同
１１
日
に
死
去
さ
れ
た
前
勝

山
市
長
今
井
三
右
衛
門
氏
の
長
男
、
今
井
克

己
さ
ん
（
郡
町
2
）
か
ら
、
1
0
0
万
円
の

寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
亡

父
の
遺
志
で
す

の
で
、
勝
山
市

の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ

い
。」
と
市
長
に

寄
付
金
を
手
渡

し
ま
し
た
。

3
月
２５
日
、
福
井
エ
フ
エ
ム
放
送
株
式
会

社
か
ら
、
防
犯
ブ
ザ
ー
2
0
0
個
が
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。
市
役
所
を
訪
れ
た
中
村
健
次
取

締
役
営
業
本
部
長
は
、「
今
年
で
5
年
目
に

な
り
ま
す
が
、

子
ど
も
全
員
が

ブ
ザ
ー
を
持
っ

て
い
れ
ば
、
そ

れ
だ
け
で
抑
止

力
に
な
っ
て
く

れ
る
。
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。


